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波形を異にした各種電流刺激による運動神経の

強さー期間曲線に就て
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　（1）　　Ixwestigatiqns、vere　nmcle　oll　the　stren．cth－－duration　eurves　i工1　a　iiorva－nuvsele　l）1’el）aliatiOlt

of　toad　by　st｛mulating　it　w社h　three　differeut　kinds　of　electric　cllrre副s：　corLstant　curre垣s，

condensor　discharges　and　induction　bコ’eak　shocks．　　2）　AII　theso　cvu’ves　showed　smooth

rectangtilar　Ilyporbo畑xvhen　strength　was　oxpressed　by　V／Vr　ingtea（1　of　V．3）Quantity－

’　durati6ti　curves，　thei’efore，　were　stra｛ght］i〕ユes．　　And　when　these　lines　were　exterl）o］ated，　they

・・nverg・d士・th・lam・p・int・n・tl・e…b・ci甲・　4）The　di蜘・ce　b・twee・t1・i・p・i・，1七4・d　th・

origin　indicates　a　theoretica1　chronaxie．

　Apreparε膓tioヱ1，　therefore，　has　the餓］ne　chronaxie　agai叱tst　differe工些t　s七ilnl11ations

　神経，筋等の被刺激性形体の興奮性を最も正しく量

的に表示するものはその強さ期間曲線である。

　単一運動神経繊維に於ての坂本①の直流刺激，単

・一一・ ﾘ繊維に就いての和合・若林②の直流刺激及び

和合③の蓄電板放電刺激等に依れば，　これらの強

さ一期間曲線は直角形双曲線でありWei8sの実験式

・・・＋・④⑤及H－・gの式斗一昔・

b！④とよく一致する。そしてa，b及aitbノは各

標本について個有の常数である。LLapicque⑦は

rh　60basel　op二倍の電流に対する利用時を　eln’onaxie

と称び，之はWei88の式の二つの恒数a，　bの比即

ちa／bであり，興奮1生の大小を表わす（最初の頃は

反応速度の大小）ものと主張している。

　然し乍らその実験成績がWeissの式とは一致しな

いから1・．丘Ψicqueその他が実測した値はa／bでは

ない。

　之に反し，上記の単一神経及び筋繊維の実験に於て

は強さ一期間曲線がよくNVeissの式に一致するのであ

からこの時のchronaxieはa／bとなる。之を理論的

chrou眠ie　としLapiCqneの主張するものを実験的

「chronaxie②と称んで，両者瞬区別すべきものであ

　る。

　実験条件さへ充分考慮されるならば神経幹も筋も比

較的よくWβi田の式tze　一一致する。

　かくして理論的chronaxieは，　その被刺激形体の

興奮性を量的表示する数値であることが今や明かとな

　つたのである。

　本研究は墓の坐骨神経腓腸筋標本に就て，直流，蓄電

板放電，感応開放電流の三つの時間的経過を異にする

電流を刺激電流として同一標本に於けるこれ等の強さ

一期間曲線並びに理諭的ahronaxieを測定したもので’

ある。

　猶強さ一期間曲線測定申基電圧Vr叉は之に相当す

るものは，大多数の場合一定値をとらず変り易いのが

常であつた。従つて強さは（本研究に於ては電圧）和

合・若林②に依りVの代りにV／Vrで表わすこ

とにした。

　VγはV測定時のGOrespon（1するrh6ba8eであ

り橋田⑧が生機学的単位と称んだものである。

　電極は不分極性液休電極を使用した。

　1）感応開放電撃による強さ一期間曲線　　　　，

　従来感応電流は主として興奮をおこす目的にのみ使

用されて，精密な刺激の量的表示としては殆んど用ひ

られていない。ただわずかにSalomOu30n⑨の業績を

見るのみである6その理由は感応電流の強さくi）形

（didr）等⑱糠示・・酬酬1で酬つて・の刺激

効果が充分明らかでない為であろう。著者はこの点に

就て新たな考察工夫を加えることに依つて，興奮性に

関する理諭的根拠となり得る刺激電流として，感応電

流も使用する、ことが出来るのを知つた。

　その原理は次の如くである。

　一次コイルの電圧igVo，・相互感応係数をM，二次回

路の抵抗及び自己感応係数をそれぞれR，L，とすれば

二次コイルに於ける感応開放電撃の電圧Vは次式で表



わされる。

　　　　　V。V。旦。　王・

　　　　　　　　　　L

　之を蓄電板放電々流と比較すると後者は

　　　　　　　　　一☆七
　　　　　V＝Voe

であつてそ酬醐経猷酷に於・・巡で後都

於・は吉で定まるからぽ電板噸櫛・・依つ㊥

さ一期間醐を求め嚇合・ようV・，一皇を酬・・，

とり電圧を縦軸にとれば，強さ一期間曲線を得ること

が出来る。Rのdiipensi・…lik〔L〕〔1’－1〕・・，　1・は〔1・〕μ

であ・から宝の・・…1・・は〔「・’〕・なつて，舗

板放電々流の場合のROのdiemension〔T］と一致

する。

笑際の測定に当つては次のような方法を用いた。

　　第1図

　E

r：固定抵iJ“U　5，0000

A，B：可変抵抗1～11｝1109

K1，K2：東式ペンデルの接

　　　　触子

L：Zinlnlerman11の模型

jncluctoriurn

　このような回路を用いれば標本にかXる初期電

圧は，標本の抵抗とγとの和がA，に対して著しく

大きいから，二次回路の抵抗RはA十Bと考え
碍細来・から☆・ロ畏・な・・y・…＝次

・イル搬験綱定・て動かさな・ナれば一王　鳳

・なつて櫨虻細で糎・・と・・・…．・の

際㌢は，LVX機械剛有の酬であ・から，　Rの大

きさによつて決まる。

　今Rを一先値例えば2・OO2，5009，8009……にと

りハその各々のR．：，R2，　R8……に就いてUを一定

のまXA及Bを適当に変化させて最小攣i縮を指標
・してその離告・をきめ…の際約・％の誤差

内で綻す・・と・咄来た．かくして乎，晋剛

す礪⇒・，畿・一酬定す…が燃・
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から，これに依つて強さ一期間曲線を求め得るapであ

る。

　この方法では基電圧に相当するものが測定出来なか

つた。即L＝1，4henryであつたのでR1＝200Ωと

しても蒜・・c以上の鯛は利能・な…かレ

Vハアγ法即さ或る時点の電圧はその時点の基電圧を単

位として表わすと云う考え方を拡張すれば，必ずしも

基電圧を単位としなくとも，或る一定期間の電圧を単

位と考えても差支えないから，上記の測定値の中最も

長い期間のものを単位として和合・若林の笑検になら

つてV／Vγとして電圧を表わした。

　かくして得た強さ一一一｝is間曲線は極めて滑らかな直角

形双曲線であり，従つて電気量一期間関係は直線とな

る。

　2）　直流に依る強さ一期間曲線

　直流に依る場合は第2図のような回路を用い，その

通電期間は蓄電板部分放電を弾動電流計で測定して定

めた。

　　第o“図

　Kl

トロ己
E　　Kg

γ1　：固う［封g・tfラ七5，000」9

γL）：固定抵抗1，000旦

γs言可変抵抗1－1，110ρ

klk2：東式ペシデルの接

　　　触子

　この場合も各時点の電圧を基鷺圧を単位として表わ

せば前築験と同蜘こ一直線の爾鍋一｝酬珊線を得

た。

　3）蓄電板放電々流に依る強さ、一期間曲線

蓄電板放電々流による測定の場合の刺激剛各は第3

図の逓りである。

　標本の抵抗にγ1を加えたものは5009のshu邸

抵抗に対して薯るしく大きいから放’識回路の抵抗は

1500ΩとなつてV－RO曲線を求ることが1，1：1来る。

　この場合も前と同じく各容量の電圧をその容置に

eOrreHponclする基電圧（20μFの時の電圧）を単位と

して表わし〕ヒ。

　この時も強さ一捌間曲線｝却骨かな直伺形双曲線であ

り従つてC・V／Vγ一RG，曲線は一直線であつた。

　4）各種甑流に依る理論的時値

　同一の標本に就て上記の三方法で，叉はf］認《の二rJu一

法で強さ一期問曲線を測定し，得られた霜荊量・期

聞直線から外挿法に依つて迎論白勺時値を求めた。こIY
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第・3図

γ1　：固定狙La……［元陥5，000」2

γ2

γs

〃　　　1》0002

〃 500ρ

？’、．t：可変抵抗1・－1，1109

1〈1，　K2：東式ペソデルの

　　　　接触子

第4図

cw°　r’。 cUvUiUL。・Vu

E　　K2

を模型的に図示すれば次のようである。（第4図）

　三つの直線は同一標本では横斬上の一点Gに牧敏す

る。Cと原点Oとの距離では理論的時値を表わすから，

同一標本は刺激種類の如何にか吐っらず同一理論的時

値を持つことSなる。

　更に各々の直線に就いてy＝誠十bの二つの恒数を

最小自乗法に依り決定して，これから理論的時値を計

算したが，三者共誤差範囲内で一致を示した。

　本研究は京城帝国大学医学部生理学教室第一講座研

1究室（主任和合卯太郎教授）に於て昭和17年から昭和

’19年に五つて行われたものである。

　附記　本論文は昭和20年8月敗戦直前京城帝国

　大学医学部教授会を通過したものであるが，資料が

髄しt。xめ詳細鹸験噸を記鞘来なしのが巡

憾である（和合記）。
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